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経済財政諮問会議の動向について 

 

１．有識者議員からの提言 

平成 31 年３月 27 日の経済財政諮問会議において、有識者議員より、時代

のニーズにあった教育内容を提供するため、従来の型にはまった教育システ

ムを複線型に転換し、多様性を追求できる仕組みを構築するため、大学院等

での学位取得の弾力化として単位累積加算等の既存制度を拡充すべきと提

言。 

 

 

大学院等の単位との組合せにより、PhD 等高度・専門的な学位を取得で

きるよう、単位累積加算等の既存制度※を拡充すべきである。 

 

※複数の高等教育機関で随時修得した単位を累積して加算し、一定の要件を満た

した場合、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が大学卒業の資格を認定

し、学位を授与する制度。 

 

２．文部科学大臣の説明 

同会議において、文部科学大臣から、別添の資料を用いて、学生の多様な

ニーズや能力に応じた教育が提供できるよう、「早期卒業・修了制度」「長期

履修制度」「履修証明制度」の活用促進に加え、今後更に履修証明プログラ

ム全体への単位授与を可能とし、学位課程への円滑な接続を図ることについ

て説明。 

 

３．大学院に関する発言 

議論において、以下の発言。 

 

 

（黒田日本銀行総裁） 日銀総裁としてではなく、かつて大学院の経済学研

究科の教授を２年ほど務めたので、その時の経験から申し上げる。もちろん

理系は、既に企業も、大学院、修士まで取った人をちゃんと処遇して採用し

ているが、文系つまり経済学や商学、法律などは、大学院に行った人を企業

がそれなりに評価して初任給からプロモーションまでなかなか考えてくれて

はいないので、私がいた 2003 年から 2005 年の間、大学院生の定員はものす

ごく増やしたが、なかなか良い人が来てくれなかった。それは、別に企業の

方だけ責めるわけではなく、大学の方も、求められるスキルを大学院できち

っと教育しないといけないということは分かるが、他方で、企業の方もそれ
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をしっかりと評価し、採用し、プロモートしてくれないと、大学院生の定員

だけ増やしても、しっかりした人がなかなか来てくれないという問題があ

る。 

 

（安倍内閣総理大臣） 日本でも学歴の賃金カーブが、大学院卒は結構良い

状況になっていると思った。黒田総裁が発言されたように、理工系は修士以

上を企業が評価してくれるが、文系はそうではない。企業にとって役に立た

なければならないので、求めていることと大学で教えることのマッチングが

重要。大学と企業がよくコミュニケーションを取り、産学一体となって人材

を生み出していくと良い。 
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催
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経済財政諮問会議議員名簿 
 

 

 

議長 安倍 晋三   内閣総理大臣 

 

議員 麻生 太郎   副総理 兼 財務大臣 

 

同  菅  義偉   内閣官房長官 

 

同  茂木 敏充   内閣府特命担当大臣（経済財政政策）  

   兼 経済再生担当大臣 

 

同  石田 真敏   総務大臣 

 

同  世耕 弘成   経済産業大臣 

 

同  黒田 東彦   日本銀行総裁 

 

同  竹森 俊平   慶應義塾大学経済学部教授 

 

同  中西 宏明   株式会社日立製作所 取締役会長 兼 執行役 

 

同  新浪 剛史   サントリーホールディングス株式会社 代表取締役社長 

 

同  柳川 範之   東京大学大学院経済学研究科教授 
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